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１１ 

　三木家が姫路藩の大庄屋を務めた時代、地方農村の百姓

たちも文化活動を楽しむようになっていました。周辺地域

を代表する大百姓である三木家の人びとも、漢詩や和歌、

書画、生け花など多岐にわたる文化に関心を寄せていました。 

　本展では、三木家に伝わる資料の中から、三木家当主や

地域知識人の詩文や書画などを通して、文化を楽しむ三木

家の人びとの姿を紹介するとともに、福崎町域の文化と三

木家の果たした役割を考えます。 

通庸俳句短冊 

　三木家は大庄屋として地域を治めるだ
けでなく、地域文化の担い手としても活
躍しました。近年の調査からわかった三
木家の文化活動など、三木家の基礎知識
を楽しく学びます。 
日時：１１月２４日（日）１３：３０～１５：００ 
講師：井上舞さん 

（神戸大学大学院人文学研究科特命助教） 
場所：大庄屋三木家住宅　主屋 

三木家入門講座③ 
「三木家の文化的活動」 

申込不要・入場無料 

会期：１１月１２日（火）～１２月２２日（日） 

開館時間：９:００～１６:３０（入館は１６:００まで） 

休館日：１１月　月曜日 

　　　　１２月　平日（土・日のみ開館） 

花道書『千代の香』 

展
示
資
料
紹
介 

   

　
「
寄
松
祝
」
と
し
て
よ
ま
れ

た
こ
の
句
の
作
者
「
き
せ
む
」

は
、
短
冊
の
裏
面
に
「
三
木
甚

右
衛
門
」
の
記
名
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
三
木
家
５
代
目
当
主
・

通
庸
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
姫
小
松
」
は
正
月
に
子
ど
も

た
ち
が
遊
び
に
引
く
小
さ
い
松

の
こ
と
で
、
女
の
子
た
ち
が
松

を
引
っ
張
っ
て
遊
ん
で
い
る
三

木
家
の
楽
し
い
正
月
の
様
子
が

目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
廻
文
」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
の
句
を
全
て
ひ
ら
が

な
に
し
て
み
る
と
、 

「
つ
ま
こ
め
ひ
む
か
ひ
て
ひ
か

ん
（
む
）
ひ
め
こ
ま
つ
」 

　
逆
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
句
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
面
白

い
句
に
な
っ
て
お
り
、
通
庸
の

遊
び
心
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

　
特
別
展
示
で
は
、
三
木
家
の

当
主
ら
の
和
歌
短
冊
を
は
じ
め
、

漢
詩
集
や
書
画
、
書
簡
な
ど
三

木
家
の
文
化
活
動
に
関
す
る
資

料
を
展
示
し
ま
す
。
三
木
家
文

芸
の
風
を
感
じ
に
、
文
化
の
秋

は
ぜ
ひ
三
木
家
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

入場無料 

妻
こ
姪
む
か
ひ
て
ひ
か
ん
姫 

小
松 

か
い
ぶ
ん 



　福崎町では、１万年以上前から現在までさま

ざまな知恵と工夫を用いながら人々が生活して

きました。それらの痕跡が、発掘調査をとおし

てわたしたちの目の前に姿を現してくれます。 

　本展では、平成の３０年間の発掘調査成果を

出土した土器などの資料や調査の写真を用いな

がら紹介します。身近な福崎町の歴史に触れ、

むかしの人々のくらしを見つめるきっかけとし

ます。 

会　　期：１２月１日（日）まで 
開館時間：９:００～１６:３０（入館は１６:００まで） 
※１１月の休館日：５日・１１日・１８日・２５日 

平　忠度画稿 

平成２０年度調査実施　南田原条里遺跡（中島地区） 

１２ 

同時開催　「記念物100年」展 
　令和元年は、「記念物（史跡名勝天然記念物）」保護の取り組みが始まって
１００年の節目の年にあたります。 
　展示では、町内の記念物とともに各地の取り組みをパネル等で紹介します。 
会　期：１２月１日（日）まで　場　所：歴史民俗資料館　展示室 
開館時間：９：００～１６：３０（入館は１６：００まで） 

柳田國男・松岡家記念館秋季企画展 

「松岡映丘画稿展やまと絵でみる平家物語の世界」 
　松岡映丘がやまと絵式で描いた作品から、補修を終えた作品や、平家物語
の時代を題材とした作品を紹介します。 
会　期：１２月１日（日）まで　場　所：柳田國男・松岡家記念館 
開館時間：９：００～１６：３０（入館は１６:００まで） 
休館日：月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日 

発掘調査からみるむかしの福崎 
～平成３０年間の調査成果から～ 

歴史民俗資料館秋季企画展 

平成１６年度調査実施 
町指定史跡相山古墳（西大貫地区） 

平成２３年度調査実施 
西治下代ノ下モ遺跡出土 

たいらのただのり 

入場無料 

連続講座③ 

「発掘調査からみるむかしの福崎」 
　展示に合わせ、町内の発掘調査成果についてわかりやすく紹介する講座で
す。縄文時代から近世に至る町内の歴史に触れてみませんか。 
日　時：１１月１６日（土）１３:３０～１５:００　場　所：歴史民俗資料館　２階 
講　師：渡辺昇（福崎町教育委員会埋蔵文化財専門職員） 

申込不要・受講無料 

入場無料 

調査の写真から
平成３０年間で
変わりゆくまち
なみのようすも
わかるね！ 



１３ 

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
明
治
の

文
豪
、
森
　
外
か
ら
井
上
通
泰
に

宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
す
。 

　
通
泰
と
　
外
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
以
前
に
も
「
松
岡
五
兄
弟
」

の
中
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
第
１８
話
）
。
少
し
だ
け
お
さ

ら
い
し
て
お
く
と
、
２
人
は
共
通

の
知
人
で
あ
る
賀
古
鶴
所
の
紹
介

で
知
り
合
い
、
以
降
、
文
芸
活
動

な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
を
代
表

す
る
知
識
人
・
文
化
人
で
あ
り
、

軍
人
で
も
あ
っ
た
　
外
の
存
在
は
、

通
泰
の
弟
で
あ
る
國
男
や
静
雄
に

も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

　
通
泰
と
　
外
の
間
で
や
り
と
り

さ
れ
た
書
簡
は
比
較
的
多
く
残
っ

て
お
り
、
『
森
　
外
全
集
』
な
ど

で
活
字
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記

念
館
に
も
、
一
通
の
書
簡
が
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。
書
簡
は
、
継
紙

に
筆
で
し
た
た
め
ら
れ
て
お
り
、

末
尾
の
日
付
は
「
二
十
一
日
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
紙
に
は
年
代

が
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
封
筒

に
「
８．

２．

２１
」
の
消
印
が
あ

り
ま
す
。
明
治
８
年
の
段
階
で
は

２
人
は
出
会
っ
て
お
ら
ず
、
昭
和

８
年
に
は
す
で
に
　
外
は
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
書

簡
は
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
２

月
の
も
の
と
判
断
で
き
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
内
容
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。（
内
容
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
、
難
し
い
言
葉
を
言
い
換

え
た
り
、
言
葉
を
補
っ
た
り
し
て

い
ま
す
） 
 

　
拝
啓
　
先
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
健
康
が

す
ぐ
れ
な
い
た
め
、
会
に
も
出
席

で
き
ず
、
長
く
お
目
に
か
か
ら
な

い
の
で
、
い
た
ず
ら
に
あ
な
た
の

姿
を
思
い
浮
か
べ
る
ば
か
り
で
す
。

ま
だ
世
に
出
て
い
な
い
、
良
い
出

来
の
歌
を
、
何
度
も
吟
誦
し
て
い

ま
す
。 

　
去
る
１３
日
に
新
聞
を
見
て
、
急

ぎ
小
田
原
に
向
か
う
車
中
で
別
紙

の
歌
を
作
り
ま
し
た
。
少
し
生
意

気
な
詠
み
ぶ
り
と
は
思
い
ま
す
が
、

一
度
見
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 
 

　
前
半
は
近
況
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
後
半
部
分
で
は
「
別
紙
」
の

歌
の
評
価
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

た
だ
「
別
紙
」
に
つ
い
て
は
残
っ

て
い
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
歌

で
あ
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
こ
の
書
簡
に
は
、
１３
日

の
新
聞
を
見
て
急
ぎ
小
田
原
に
向

か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
い

っ
た
い
、
何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
書
簡
の
日
付
か
ら
推
測
し

て
、
大
正
８
年
２
月
１３
日
の
「
東

京
朝
日
新
聞
」（
現
在
の
「
朝
日

新
聞
」
）
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ

に
は
大
き
く
「
山
縣
公
重
患
」
の

見
出
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
記
事
に
は
、
小
田
原
の
別
荘
で

過
ご
し
て
い
た
山
縣
公
が
、
２
月

１
日
の
夜
に
発
熱
。
以
降
、
高
熱

が
続
き
肺
炎
を
併
発
し
て
い
る

こ
と
。
医
師
の
談
話
と
し
て
、

８２
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
り
、
体

も
衰
弱
し
て
お
り
、
今
が
最
も

危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
山
縣
公
」
と
は
、
長
州
出

身
の
政
治
家
、
山
縣
有
朋
の
こ

と
で
す
。
山
縣
は
政
治
家
と
し

て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
歌
会

「
常
磐
会
」
を
主
催
し
て
お
り
、

こ
の
会
に
携
わ
っ
て
い
た
通
泰

や
　
外
の
、
有
力
な
後
ろ
盾
で

も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
世
界

規
模
で
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
が
猛
威

を
ふ
る
っ
て
お
り
、
山
縣
も
こ

れ
に
罹
患
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
　
外
が
ど
の
新
聞
に
目
を
通

し
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

と
も
か
く
、
山
縣
有
朋
重
篤
の

記
事
を
見
て
、
あ
わ
て
て
小
田

原
に
向
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
詠
ん

だ
、「
チ
ト
生
イ
キ
ナ
ル
詠
口
」

で
、
わ
ざ
わ
ざ
通
泰
に
見
て
も

ら
い
た
い
ほ
ど
の
歌
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
気
に
な
り
ま
す
ね
。 

第４６話 
お
う
が
い 

か
　
こ

つ
る
ど 

や
ま
が
た
こ
う
じ
ゅ
う
か
ん 

や
ま
が
た
あ
り
と
も 

り
か
ん 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
特
命
助
教
　
井
上
　
舞

 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
の
資
料
た
ち
② 

　
　
　
―
井
上
通
泰
宛
森
　
外
書
簡
― 

井上通泰宛森　外書簡（柳田國男・松岡家記念館蔵） 



　
福
崎
町
で
は
、
日
本
民
俗
学
会

の
研
究
奨
励
賞
に
副
賞
を
贈
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
賞
は
３５
歳
未
満
の

次
世
代
の
民
俗
学
を
担
う
若
手
研

究
者
へ
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
今
年
は
、
原
田
寿
真
さ
ん
（
国

立
療
養
所
菊
池
恵
楓
園
社
会
交
流

会
館
学
芸
員
）
の
論
文
「
縁
を
結

ぶ
人
々
―
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
菊
池
恵
風
園
の
弔
い
慣
行
か
ら

―
」
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１０
月
１３
日
（
日
）
筑
波
大
学
で

開
催
さ
れ
た
日
本
民
俗
学
会
第
７１

回
年
会
に
お
い
て
、
研
究
奨
励
賞

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
福
崎
町

賞
・
金
１０
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
論
文
は
柳
田
國
男
記

念
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

日
本
民
俗
学
会
　
研
究
奨
励
賞
表
彰
式 

　
福
崎
町
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象

に
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
調
査
研
究
し
た
作

品
を
募
集
し
、
優
れ
た
作
品
に
は
「
柳
田
國
男

ふ
る
さ
と
賞
」
を
贈
り
表
彰
し
て
い
ま
す
。 

　
本
展
で
は
、
第
７
回
柳
田
國
男
ふ
る
さ
と
賞

で
の
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
福
崎
町
内
の

小
・
中
学
生
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

会
　
期
　
１２
月
８
日（
日
）ま
で 

場
　
所
　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
２
階 

　
　
　
　
会
議
室 

問
い
合
わ
せ
先
　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

（
　
２２
・
１
０
０
０
） 

第
７
回
子
ど
も
ふ
る
さ
と
展
　
開
催
中
!!
 

　
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
歴
史
遺

産
を
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
未
来
へ

守
り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

１１
月
は 

文
化
財
保
護 

強
調
月
間
で
す 

日　程　１２月８日（日） 
時　間　１３：３０～ 
場　所　歴史民俗資料館２階 
材料費　１００円 
持ち物　筆記用具、彫刻刀 
定　員　４０名（要申込） 
問合わせ　柳田國男・松岡家記念館 
　　　　（　２２－１０００） 

開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日（
土
・
日
曜
の
場
合
は

開
館
）、
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下
車
、

タ
ク
シ
ー
約
１０
分
。
車
は
播
但

連
絡
道
路
・
中
国
自
動
車
道
で

福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、
ま
た
は

国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
令
和
元
年
１１
月
７
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 
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０
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・
柳
田
國
男
・
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岡
家
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念
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・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
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福
崎
町
西
田
原
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の
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０
７
９
０
○
１
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記
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館
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７
９
０
○
５
６
９
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民
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利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

　
今
年
も
岩
田
健
三
郎
さ

ん
に
よ
る
版
画
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
版
画
で
手
作

り
の
年
賀
状
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

１４ 

か
ぞ
く
み
ん
な
で 

見
に
き
て
ね
！ 

今
年
も
力
作
が 

そ
ろ
っ
た
よ 

市
　
川 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家住宅 

もちむぎの 
　　やかた 

　川観光 
交流センター 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　
川
信
号 

《付近見取図》 望郷の丘 北野天満神社 

鈴ノ森 
神社 

学問成就の道 

町指定文化財（民俗） 
浄舞（熊野神社） 

受賞者の原田さん（右）と　寄教育長 

か
ず
ま
さ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を 

実
施
し
ま
し
た 

　
福
崎
町
農
業
委
員
会
で
は
、

８
月
２９
日
・
３０
日
の
２
日
間
、

町
内
全
域
を
各
委
員
の
担
当

地
域
ご
と
の
４
班
に
分
か
れ
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。 

　
現
地
調
査
を
行
う
と
、
今

年
度
、
新
た
に
遊
休
農
地
に

な
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
昨

年
度
、
遊
休
農
地
で
あ
っ
た

も
の
が
、
保
全
管
理
や
営
農

再
開
を
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。 

　
９
月
の
農
業
委
員
会
総
会
で
検

討
・
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
遊
休

農
地
面
積
約
１４ 
ha
、
１
６
４
筆
と

な
り
、
対
象
と
な
る
所
有
者
等
に

「
利
用
意
向
調
査
等
」
を
送
付
し

ま
す
。 

　
農
地
を
管
理
し
な
い
ま
ま
放
置

す
る
と
、
周
辺
の
農
地
や
住
民
に

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
し
、
固
定
資

産
税
が
課
税
強
化
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
草
刈
り
や
耕
起
な

ど
を
行
い
、
い
つ
で
も
耕
作
を
再

開
で
き
る
よ
う
農
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
遊
休
農
地
の
ほ
か
、
違

反
転
用
も
多
く
確
認
さ
れ
、
順
次
、

所
有
者
等
に
「
指
導
通
知
」
を
送

付
し
ま
す
。 農

地
を
無
断
で
転
用

す
る
の
は
、
農
地
法

違
反
で
す
！ 

　
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
許
可
を
受
け
ず
に

転
用
し
た
場
合
や
、
原
状
回
復
命

令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
個
人

は
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
、
法
人
は
１
億

円
以
下
の
罰
金
の
適
用
も
あ
り
ま

す
。
違
反
転
用
に
お
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
、
農
業
委
員
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

 

農
業
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（
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課
内
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線
３
１
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１５ 

　９月２７日にフロヤ池（加治谷区）でため池教室が開催されました。
主催は加治谷自治会で、田原小学校の４年生８５人が参加しました。 
　ため池の仕組みや生息する生き物や植物について学んだり、実際
にため池の中に入って泥だらけになりながら魚を捕まえたりしまし
た。大きなコイやカメも見つけました。 
　ため池は地域の憩いの場ですが、危険も潜んでいます。ため池に
行くときは必ず大人といっしょに行きましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農林振興課） 

『ため池教室』を開催しました 

ご協力ください  有害鳥獣による農作物被害の対策 
　イノシシ、シカ、アライグマなどの野生動物の人里への出没が増えてい
ます。 
　野生動物が人里へ出没するということは、その場所がエサ場になって
いるということです。獣害対策の基本は、人里を「良いエサ場でなくす」
ことです。 

●エサをなくす・・・里へ下りてくる目的をなくす 
エサとなる誘引物（農作物や果樹の収穫残、収穫後の稲の
ヒコバエ、野菜くず、生ゴミ、ペットのエサ等）の除去を
徹底しましょう。 

●柵で囲む・・・野生動物を寄せつけない 
・柵の新設は、柵の種類や設置場所、維持管理

について、集落全体で事前に十分協議しまし

ょう。 

・既設の柵は、破損個所や出入り口のチェック

など定期的なメンテナンスを実施しましょう。 

・電気柵は定期的な電圧チェックと漏電防止の

ための草刈り、ワイヤーの弛みの点検が必要

です。 

●居心地を悪くする・・・隠れ場所をなくす 
人里と山との間の茂みをなくし、見通しを良くしましょう。 

●追い払う・・・恐怖を与える 
人里に出てきた野生動物を脅し、追い払いましょう。 

野生動物対策の基本 

※兵庫県では「ストップ・ザ・獣害対策」として、自ら捕獲活動等に取り組む集落に対して、箱わな・囲
いわな等による捕獲手法や被害対策の指導を行う事業を行っています。ぜひご活用ください。詳しくは
農林振興課までお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　農林振興課（内線３１５） 



１６ 

令和元年度　自衛官等募集 

問い合わせ先 
　自衛隊兵庫地方協力本部　姫路地域事務所 
　　０７９－２８２－０５３５ 

募集種目 応募資格等 受付期間 

自衛官候補生 
（男子・女子） 

陸上自衛隊 
高等工科学校 
生徒【推薦】 

陸上自衛隊 
高等工科学校 
生徒【一般】 

貸費学生 
【技術】 

１８歳以上３３歳未満の者 

男子で中卒（見込含）１７歳未
満の、学校長が推薦できる者 

男子で中卒（見込含）１７歳未
満の者 

大学の理学部、工学部３・４
年次の者（正規の修業年限を
終わる年の４月１日現在で 
２６歳未満） 
大学院（専門職大学院を除く）
修士課程在学者（２８歳未満） 

年間を通 
じて　　 

１１月２９日 
まで　　 

翌 
１月６日 
まで 

翌 
１月６日 
まで 

　最近、下水道に異物が流入し、処理場へ汚水を送るためのポンプ機械

が停止する事態が多発しています。 

　ポンプ機械が停止すると、マンホールから汚水が溢れ出し、接続して

いる家庭の排水設備（トイレ・排水口等）に汚水が逆流してしまう恐れが

あります。そのようなことが起こらないよう、次のものは絶対に下水道

に流さないでください。 

下水道に異物を流さないでください！ 下水道に異物を流さないでください！ 下水道に異物を流さないでください！ 

布　類 
　雑巾、タオル、ハンカチ、下着などが、たびた
びポンプの回転羽根に絡まっています。トイレに
落としてしまった場合は必ず拾い上げてそのまま
流すことがないようお願いします。 

残　飯 
　調理くずや食べ残しは三角コー
ナーなどを使い、ごみとして捨て
てください。食器についた汚れは
先にふき取るなど、残飯を流さな
い工夫をお願いします。 

油　類 
　てんぷら油やエンジンオイルなどの残油・廃油は、処
理場での汚水浄化処理に影響を及ぼすので流さないよう
お願いします。 
　また、揮発油が流入すると下水管内部で可燃ガスが充
満し、発火・爆発する危険性があります。 

紙　類 
　ティッシュペーパー、ウェットティッ
シュ、生理用品、紙おむつなど、トイレ
ットペーパー以外の水に溶けない紙類は
流さないようお願いします。 

上下水道課（内線３８２） 

下水道に流せないもの 
※ポンプから除去した異物 

１１月は「労働保険適用促進 
強化期間」です 

　社員、従業員、アルバイトなど、労働者を一

人でも雇い入れた事業主は、労働保険（労災保

険・雇用保険）の加入手続きをして、労働保険

料を申告・納付することが義務づけられていま

す。 

　労働保険の加入手続きを行っていない事業主

の方は、労働者が安心して働けるように早急に

手続きを行ってください。 

　詳しくは下記までご連絡ください。 

 

　姫路公共職業安定所 

　　　０７９－２２２－４４３２ 

　姫路労働基準監督署 

　　　０７９－２２４－１４８１ 

下水道マスコットキャラクター 
「スイスイ」 



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp

★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 
★定員を定めている行事への参加は、福崎町に在住の子どもとその保護者に限ります。 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

１１月１９日（火）・１２月１７日（火）（１日３組まで） 

場所：文化センター　２階　和室 

個別相談員：大内和惠 

個別相談 

☆１１月の製作『クリスマスリース』 

　１１月２１日（木）　製作時間：約２０分 

☆１２月の製作『お正月飾り（干支）』 

　１２月１９日（木）　製作時間：約２０分 

　申込みは不要です。材料はこちらで用意します。

９:３０～１１:００の都合のよい時間におこしください。

場所　にこにこひろば 

対象　就学前の子どもとその保護者・先着３０人 

 

 

 

 

 

※問い合わせはにこにこひろばへ。 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
１１月１４日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
１２月５日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

１１月１日（金） 

１１月５日（火） 

１１月８日（金） 

１１月１５日（金） 

１１月１８日（月） 

１１月２５日（月） 

実施場所 日　程 日　程 

１１月２８日（木） 

１２月２日（月） 

１２月４日（水） 

実施場所 

文化センター 

南大貫公民館 

西治公民館 

八反田公民館 

　川公民館 

図　書　館 

八千種幼児園 

山崎公民館 

田尻公民館 

【時間】１０：００～１１：００ 
※どこの公民館・幼児園でも 
　ご参加いただけます。 申込は下記の３施設 

で受付します　　　 

※申し込みは１１/６（水）から、おひさまらんどで受付。 
　両方に申し込むことはできません。 

★にこにこひろば★ ★おひさまらんど★ 
“クリスマスツリー”を作りましょう。 
作った後はクリスマス会を楽しみましょう！ 
日時　１２月１３日（金） 
　　　１６日（月）・１７日（火） 
　　　いずれも１０：００～１１：３０ 
対象　就園前の子どもと 
　　　その保護者 
定員　各日とも１０組 

乳幼児向けミニコンサートのクリスマス会です。 
親子で楽しんでください。 

日時　１２月１８日（水）１０：００～１１：００ 

場所　にこにこひろば 

出演　すみぴょん＆みかぽん 

対象　就園前の子どもとその保護者 

定員　３０組 

１７ 



お正月用　寄せ植え教室 

　ランを使った寄せ植えを作ります。玄関を華や
かに飾って新年を迎えませんか。 
　県立フラワーセンターの先生に植え方や手入れ
の仕方を教わります。ぜひご参加ください。 
日　時　１２月２１日（土）１３：３０～ 
場　所　文化センター 
参加費　３,５００円（材料費） 
持ち物　軍手・スコップ 
募集人数　３０人 
申　込　１２月５日（木）まで 
申込先　文化センター 
　　　　　２２－３７５５ 

　普段ゴミとして捨ててしまう物。ちょっと待って！

ひと工夫すれば素敵な小物に変身しますよ。 

日　時　１２月２２日（日）１３：３０～１５：００ 

場　所　生活科学センター 

講　師　小國冷子さん 

参加費　１００円（材料費） 

定　員　先着１５人 

申　込　１１月２２日（金） 

　　　　～１２月６日（金） 

申し込み・問い合わせ先 

　生活科学センター　　２２－４９７７（月曜日定休） 

　福崎町の豊かな自然と歴史

が調和した自然歩道を散策し、

深まりゆく秋の一日を過ごし

ませんか。 

 

 

 

 
 

集合場所　神戸医療福祉大学キャンパス 

参 加 費　２００円 

事前申込　１１月１５日（金）まで 

　※当日申し込みも可能です 

申込方法　電話かFAXで参加者全員の氏名、住所、

性別、年齢、電話番号、参加するコースをお知

らせください。 

　※未就学児は保護者同伴でご参加ください 

申し込み・問い合わせ先 

　住民生活課（内線３７２・３７３） ／ FAX２２－５９８０ 

〈第30回〉 

11月23日（土･祝） 
8：00受付開始 

コース 

のんびり 

ファミリー 

健脚 

 

距離 

約９km 

約１４km 

約２０km

みどころ 

應聖寺・金剛城寺 

七種山　　　　　　 

七種の滝　　　　 

☆節目の大会となる今回は参加者全員に特別記
念品を進呈します。 

☆写真コンクールを開催します。 
写真は縦１８０mm×横１９０mm以内。募集期間
は１２月１３日（金）までです。詳細は福崎町ホ
ームページでご確認ください。 

場　　所　神戸医療福祉大学　Ｂ棟８階 

時　　間　１１：００～１２：２０（受付１０：３０～） 

定　　員　各回５０人 

アクセス　福崎駅からスクールバス利用可 

　　　　　（１０：２５発・無料）　※駐車場完備 

申込方法　ＨＰ、電話またはメールで、氏名・

参加希望日・人数・交通手段をお知

らせください。 

※当日参加も可能です。お問い合わせください。 

申し込み・問い合わせ先　神戸医療福祉大学 

　庶務課　　２２－２６２０（代表） 

　ホームページ http://www.kinwu.ac.jp 

　Eメール kokaikoza@sw.kinwu.ac.jp

１１月２０日 
（水） 

教授　　　 
田 中 利 明 

教授　　　 
北出かおる 

専任講師　 
阿 部 征 大 

気軽に！簡単！ 
介護予防運動を学ぼう！ 

脳とからだを動かす健幸体操の 
秘密とは!?

からだの中から元気になろう！ 
－効果的な栄養のとり方－ 

１１月２７日 
（水） 

観て楽しむオリンピック～ 
パラリンピック 

１２月１１日 
（水） 

１２月４日 
（水） 

日程 講師 テーマ 

２０１９（令和元）年度　　　 
神戸医療福祉大学 
公開講座のご案内 

「いつまでも健康で幸せに 
　　　　　　　過ごすための健幸講座」 

くらしのゼミナール 

捨てちゃう物を使って 
小物をつくろう！ 

専任講師　 
　　慎太郎 

１８ 


